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学 位 論 文 要 旨 

 

Bone mineral density in residents of care facilities for the aged and effect of 

pharmacotherapy 

（介護老人保健施設入所者における骨密度および薬物治療の効果） 

 

 高齢化とともに増加している骨粗鬆症の診断、治療に関し骨量測定が威力を発揮してい

る。しかし、活動性が低下し、骨折の危険性の高い介護老人保健施設（老健施設）入所者

に対する骨量測定の機会が非常に少ないことから、本研究を行った。 

 

方 法 

 2002年から2006年に鳥取県中部の8つの老健施設のうち、5施設に入所している450人の入

所者で研究協力に同意した315人の骨密度を測定した。また、そのうち脆弱性骨折既往者や

低骨量に対しリセドロン酸塩が投与された患者の治療効果を検討した。 

 

結 果 

 対象者315人(平均83.1 ± 7.8歳、53-100歳)のうち、骨密度が若年平均値の70%未満であ

った者は161人（51.1% ）で、女性（平均83.9 ± 7.2 歳、53-100歳）は258人中149人(57.8%)、

男性（平均79.8 ± 9.3歳、58-97歳）は57人中12人（21.1%）であった。同地域の某病院で

健康診断を受けた健常ボランティアの骨密度と比較した場合、同年齢階層であっても有意

に入所対象者の骨密度が低かった。リセドロン酸塩の服用者13人の内6人の服用前後の骨密

度の対若年平均値は65.8から67.2%へと上昇したが、対照群（n = 9）のそれは減少した（P 

= 0.06）。リセドロン酸塩投与患者の尿中NTX（cross-linked N telopeptide of type I 

collagen）値は薬剤投与後3カ月後から低下を示し、11カ月後は対照群より有意に低下して

いた（n = 8）。両群共に新たな骨折は見られなかったが、疼痛評価のvisual analog scale

値は両群とも低下し、対照群に比べ投与群の方で変化が有意に大きかった。 

 

考 察 

一般高齢者に比べ、施設入所者の骨密度についての情報は乏しく、鳥取県においては本

研究が初めての報告である。5つの老健施設入所者の骨密度は一般に予想される通り、高齢

であればあるほど低い値を示していた。女性は男性より骨密度の低値を示す例が多く、本
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調査対象者は女性が全体の81.9%を占めていたことから全体の平均値をより低値にしてい

た。本調査において若年平均の70%未満の値を示す割合は女性が男性の2.4倍で、この性差

はこれまでの一般住民に関する報告と類似していた。一方、女性の骨密度が若年平均の70%

未満の値を示す割合は57.6%で、これまでの報告と比較してかなり高く、活動度を含めた基

礎疾患等の影響が考えられた。 

人間ドック受診者では若年平均の70%未満の値を示す割合が、老健施設の結果より、同年

代であってもかなり低かった点は一般住民の報告例同様、活動性や基礎疾患等の関与が考

えられる。 

本研究で用いられたリセドロン酸塩は骨吸収を抑制することにより骨密度の増加、それ

に伴う骨折予防、低骨量にともなう疼痛の軽減効果などが期待できるが、同薬投与群で尿

中NTXクレアチニン換算値の低下がみられたことより、リセドロン酸塩の骨代謝回転の抑制

効果が現れているものと考えられ、骨折の危険度も低下しているものと推測される。また、

疼痛評価visual analog scaleの変化値が、対照群に比べ投与群の方で有意に大きかったこ

とも同薬の治療効果が発現したものと推察できる。調査期間中、骨折は投与群、比較対照

群ともなかったのは、症例数及び観察期間の短さの問題であると考えられた。 

 

結 論 

 老健施設利用者315人の骨密度測定を行った結果、50歳以上の女性では、骨密度が若年平

均の70%未満の値を示す割合が57.8%と予測より多く、年齢階級で見てもその傾向が認めら

れた。リセドロン酸塩投与群8人では対照群と比較して、骨吸収抑制作用が発現し、低骨量

に起因する疼痛が減弱したことから、薬効が推測された。 
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